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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

第51期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
３月１日
至平成21年
２月28日

売上高（千円）    5,478,798    3,055,89213,659,173

経常利益(千円）   45,374    146,317 400,113

四半期(当期)純利益（千円）     9,862    88,100 184,725

純資産額（千円） －     5,101,3215,169,774

総資産額（千円） －     11,181,8659,848,432

１株当たり純資産額（円） － 647.19 657.48

１株当たり四半期(当期)純利益金額（円） 1.28 11.42 23.51

潜在株式調整後１株当たり四半期　　（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 44.7 51.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    131,347 － 310,069

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
 △1,187,737 － △451,863

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    1,215,593 － 51,941

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） －   314,762 148,906

従業員数（人） － 375 348

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。 

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。　

名称 住所 出資金 主要な事業の内容

議決権の所
有割合
又は被所有
割合
(％)

関係内容

（連結子会社）

無錫松村貿易有限公司

中国江蘇省無錫市　

　
355万元

潤滑剤・接着剤等

の輸出入・販売

100

　

当社製品の販売

役員の兼任

当社役員　１名

当社従業員３名

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 375 　

　（注）　従業員数は就業人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 240 　

　（注）　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を化学品事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

化学品事業  

特殊潤滑油部門（千円） 1,097,634

合成潤滑油部門（千円） 206,169

素材部門（千円） 851,012

ホットメルト接着剤部門（千円） 843,950

その他（千円） 18,459

合計（千円） 3,017,224

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループの化学品事業は、主として見込み生産を行っているため、受注状況は記載しておりません。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

化学品事業  

特殊潤滑油部門（千円） 1,006,787

合成潤滑油部門（千円） 175,510

素材部門（千円） 824,931

ホットメルト接着剤部門（千円） 838,447

その他（千円） 194,709

化学品事業計（千円） 3,040,384

賃貸ビル事業（千円） 15,508

合計（千円） 3,055,892

　（注）１．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該販売実績に対する割合は次のとおり

であります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

金額（千円） 割合（％）

松村石油株式会社 839,120 27.5

株式会社リブドゥコーポレーション 354,899 11.6

２．化学品事業の内のその他の主なものは、当社グループ製品以外の転売品、廃水処理関連機器ならびに分析試

験サービスに関する売上であります。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　　　　

３【経営上の重要な契約等】

当社は、平成 21 年６月30 日開催の取締役会において、株式会社花野の事業のうち、ダイカスト用離型剤等の製造

・販売に関する事業を譲受けることを決議し、平成21年８月31日に譲受けを完了いたしました。

事業の譲受けの詳細については、「第５ 経理の状況 1.四半期連結財務諸表」の企業結合等関係を参照してくださ

い。　
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４【財政状態及び経営成績の分析】

(1)経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（2009年６月１日～2009年８月31日）におけるわが国経済は、昨年より続く景気の

悪化がいくらか改善を見せたものの、需要面では厳しい状況が続きました。このような経営環境の中、当社グルー

プの国内売上は回復基調にありますが、当第２四半期は前年同期を下回る水準となりました。一方、原材料調達面

では石油製品価格が低水準で推移したことにより、安定的な調達が可能でした。

また海外売上は、第１四半期に世界経済の急速な冷え込みをまともに受けましたが、その後中国等の需要先での

在庫調整進展、生産高の上昇により、第２四半期には緩やかな回復が見られました。

当社グループ各社は、これらの状況に対応し、合理化投資の推進に加え徹底した経費削減に努めましたが、その

結果、第２四半期連結会計期間の連結売上高は3,055,892千円（前年同期比15.8%減）、経常利益146,317千円（前

年同期比25.0％減）、四半期純利益88,100千円（前年同期比17.9%減）となりました。

　

（特殊潤滑油部門の概況）

特殊潤滑油部門は、自動車産業、電子機器産業等での在庫調整の影響から、第１四半期においては売上高の著し

い低下を余儀なくされましたが、当第２四半期では販売数量が回復基調に推移したものの、前年同期を上回るには

至りませんでした。

海外売上では中国・インドネシアは比較的順調に回復しましたが、タイ・台湾は回復が遅れております。

㈱花野より譲渡を受けた製品の販売については、８月以降順次取引先の移管を進めていますが、当期売上への貢

献は未だ軽微であります。

（売上高1,006,787千円、前年同期比12.0％減）

　

（合成潤滑油部門の概況）

高温用合成潤滑油は、グリース基油が各国の自動車生産の持ち直しにより顧客での在庫調整が終了し回復基調

にありますが、売上高は前年同期比21.5％減にとどまりました。また、ハードディスク表面潤滑剤は、ハードディス

クドライブの生産に回復の兆しがみられたものの、ディスクメーカーでの潤滑剤の在庫調整が続いており、売上高

は前年同期比82.0%減と大幅に減少いたしました。

（売上高175,510千円、前年同期比41.1％減）

　

（素材部門の概況）

流動パラフィンは、リチウムイオン電池のセパレータ生産向けおよびポリスチレン向けの需要が回復基調にあ

り、堅調に推移している化粧品向け需要とも相まって、売上の落ち込みは数量、金額ともに比較的緩やかでした。

石油スルホネートは、関連する自動車産業、鉄鋼産業の生産減に伴い大きく落ち込みましたが、当第２四半期で

は徐々に回復に転じました。

（売上高824,931千円、前年同期比13.8％減）

　

（ホットメルト接着剤部門の概況）

主力である大人用紙おむつなどの衛生材向けが引き続き好調に推移し、前年同期を上回る実績を上げることが

出来ました。その他断熱材、包装、自動車内装用などの売上高については、依然として前年同期水準を下回っており

ます。

（売上高838,447千円、前年同期比3.1％増）

　

（その他の化学品事業および賃貸ビル部門の概況）

・関連会社およびその他部門

㈱マツケンの廃水処理関連の売上高は、ユーザー各社の設備投資抑制により前年同期比21.4%減となりました。

また、㈱モレスコテクノの分析試験サービスは自動車関連業界からの受託試験の減少を主因に、売上高は前年同

期比19.9%減となりました。その他の部門も、総じて経済の実態を反映して厳しい状況で推移しました。

（売上高194,709千円、前年同期比51.7％減）

　

・賃貸ビル事業

事務所用テナントビル「モレスコ本町ビル」全体を、不動産業者に一棟貸し（サブリース）する形態で運営い

たしております。

（売上高15,508千円、前年同期比増減なし）

　

（2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて1,333,433千円増加し、

11,181,865千円となりました。主な要因は、機械装置およびのれんの取得により固定資産が1,108,487千円増
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加したことによります。

負債は、前連結会計年度末に比べて1,401,886千円増加し、6,080,544千円となりました。主な要因は、短期借

入金が1,007,520千円、長期借入金が370,040千円増加したことによります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて68,453千円減少し、5,101,321千円となりました。主な要因は、配当金

の支払いにより、利益剰余金が144,495千円減少した一方、評価・換算差額等合計が65,058千円増加したこと

によります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べて65,413

千円増加し、314,762千円となりました。

各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

営業活動によるキャッシュ・フローは34,791千円の収入となりました。これは、税金等調整前四半期純利

益、減価償却費、仕入債務の増加等による収入が、売上債権の増加、たな卸資産の増加、賞与引当金の減少等に

よる支出を上回ったことによります。

投資活動によるキャッシュ・フローは1,099,394千円の支出となりました。これは主には事業譲受による支

出によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは1,128,095千円の収入となりました。これは主には短期借入金および

長期借入金の増加によるものです。

 

（4）事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更

および新たに生じた課題はありません。  

　

（5）研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、187,970千円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　①当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の拡充、新設

について完了したものは次のとおりであります。

会社名

事業所名
事業の種類別セグメントの名称 工事名 完了年月

当社千葉工場 化学品事業
流動パラフィン製造設備の

合理化工事
平成21年８月

当社赤穂工場　　 化学品事業 ホットメルト実験設備新設　　 平成21年８月

　

　②当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は　あり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,018,000 8,018,000東京証券取引所市場第二部 単元株式数100株

計 8,018,000 8,018,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年６月１日～

平成21年８月31日 
－ 8,018,000 － 1,310,003 － 1,097,898
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（５）【大株主の状況】

    

　 平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

松村石油株式会社 大阪市北区西天満２丁目８－５ 1,067 13.30

コスモ石油ルブリカンツ株式会社 東京都港区芝浦４丁目９－２５ 503 6.27

日本曹達株式会社
東京都千代田区大手町２丁目２－１

新大手町ビル
365 4.55

双日株式会社 東京都港区赤坂６丁目１－２０ 327 4.07

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３－１ 327 4.07

ＭＯＲＥＳＣＯ従業員持株会 神戸市中央区港島南町５丁目５－３　 303 3.77

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 259 3.24

株式会社みずほコーポレート銀行

（常任代理人 資産管理サービス信

託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目３－３

（東京都中央区晴海１丁目８－１２）
250 3.11

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 250 3.11

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関３丁目７－３ 221 2.76

計 － 3,873 48.30

　（注）１．上記のほか、自己株式が300千株あります。

２．上記所有株式数のうち、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）は、信託業務にかかわる株

式数であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成21年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,716,600 77,166 －

単元未満株式 普通株式 1,300 － －

発行済株式総数  8,018,000 － －

総株主の議決権 － 77,166 －

  

②【自己株式等】

平成21年８月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式の
割合（％）

株式会社

松村石油研究所　

神戸市中央区港島

南町５丁目５-３
300,100 － 300,100 3.74

計 － 300,100 － 300,100 3.74

（注）平成21年９月１日から会社名を株式会社ＭＯＲＥＳＣＯに変更しております。

  

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 330 323 346 460 421 431

最低（円） 252 276 298 335 379 377

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであます。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。　　　　　　　　　　　　　　

　なお、第１四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日）から「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第50号) 附則第７条第１項第５号ただ

し書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）および当第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 364,762 198,906

受取手形及び売掛金 2,801,106 ※3
 2,652,057

商品及び製品 1,183,365 1,308,154

原材料及び貯蔵品 492,369 432,119

その他 270,770 301,998

貸倒引当金 △19,052 △24,860

流動資産合計 5,093,320 4,868,373

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 980,437

※1
 1,007,754

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 1,144,044

※1
 777,745

土地 1,873,144 1,869,453

その他（純額） ※1
 223,237

※1
 316,584

有形固定資産合計 4,220,862 3,971,536

無形固定資産

のれん 913,272 －

その他 57,729 56,869

無形固定資産合計 971,002 56,869

投資その他の資産 896,682 951,654

固定資産合計 6,088,545 4,980,058

資産合計 11,181,865 9,848,432
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,127,742 ※3
 2,149,519

短期借入金 1,494,960 487,440

未払法人税等 13,169 15,996

賞与引当金 262,807 228,128

その他 599,031 433,745

流動負債合計 4,497,710 3,314,829

固定負債

長期借入金 407,540 37,500

長期未払金 310,654 424,013

退職給付引当金 816,756 853,400

その他 47,884 48,916

固定負債合計 1,582,835 1,363,829

負債合計 6,080,544 4,678,658

純資産の部

株主資本

資本金 1,310,003 1,310,003

資本剰余金 1,097,898 1,097,898

利益剰余金 2,792,504 2,936,998

自己株式 △187,009 △187,009

株主資本合計 5,013,396 5,157,891

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24,033 190

為替換算調整勘定 △42,505 △83,720

評価・換算差額等合計 △18,472 △83,530

少数株主持分 106,396 95,413

純資産合計 5,101,321 5,169,774

負債純資産合計 11,181,865 9,848,432

EDINET提出書類

株式会社松村石油研究所(E01083)

四半期報告書

14/28



（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 5,478,798

売上原価 3,865,471

売上総利益 1,613,327

販売費及び一般管理費 ※1,2
 1,628,994

営業損失（△） △15,667

営業外収益

受取利息 305

受取配当金 12,020

持分法による投資利益 22,606

その他 43,837

営業外収益合計 78,768

営業外費用

支払利息 6,153

投資有価証券評価損 3,112

為替差損 6,368

その他 2,094

営業外費用合計 17,726

経常利益 45,374

特別利益

貸倒引当金戻入額 5,812

特別利益合計 5,812

税金等調整前四半期純利益 51,186

法人税、住民税及び事業税 14,700

法人税等調整額 18,019

法人税等合計 32,719

少数株主利益 8,605

四半期純利益 9,862
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 3,055,892

売上原価 2,099,290

売上総利益 956,602

販売費及び一般管理費 ※1,2
 846,813

営業利益 109,789

営業外収益

受取利息 73

受取配当金 6,550

持分法による投資利益 19,607

その他 24,360

営業外収益合計 50,590

営業外費用

支払利息 3,491

投資有価証券評価損 3,112

為替差損 6,368

その他 1,091

営業外費用合計 14,061

経常利益 146,317

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,557

特別利益合計 2,557

税金等調整前四半期純利益 148,874

法人税、住民税及び事業税 7,524

法人税等調整額 50,137

法人税等合計 57,661

少数株主利益 3,114

四半期純利益 88,100
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 51,186

減価償却費 218,776

持分法による投資損益（△は益） △22,606

退職給付引当金の増減額（△は減少） △36,645

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,679

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,809

受取利息及び受取配当金 △12,325

支払利息 6,153

固定資産除却損 1,141

売上債権の増減額（△は増加） △137,689

たな卸資産の増減額（△は増加） 79,150

仕入債務の増減額（△は減少） 15,957

長期未払金の増減額（△は減少） △115,177

その他 △66,869

小計 9,923

利息及び配当金の受取額 47,905

利息の支払額 △4,035

法人税等の支払額 △24,364

法人税等の還付額 101,918

営業活動によるキャッシュ・フロー 131,347

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △239,410

無形固定資産の取得による支出 △9,640

事業譲受による支出 △946,375

貸付金の回収による収入 2,430

その他 5,258

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,187,737

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 930,000

長期借入れによる収入 500,000

長期借入金の返済による支出 △52,440

配当金の支払額 △153,537

少数株主への配当金の支払額 △5,788

その他 △2,643

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,215,593

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,653

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 165,856

現金及び現金同等物の期首残高 148,906

現金及び現金同等物の四半期末残高 314,762
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（４）【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1）当第２四半期連結会計期間より、無錫松村貿易有限公司（中国江蘇省無

錫市）を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

(2）変更後の連結子会社の数　7社   

２．会計処理基準に関する事項の変更 (1）重要な資産の評価基準および評価方法の変更

たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法

による低価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸

資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日

公表分）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算

定しております。なお、同基準の適用に伴い、従来営業外費用に計上してお

りましたたな卸資産評価損は、第１四半期連結会計期間より、売上原価とし

て処理する方法に変更しております。

　この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の営業損失は37,417千円増加

し、経常利益および税金等調整前四半期純利益は、それぞれ18,788千円減少

しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 (2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の

会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　これによる損益への影響は軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

（５）【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の一部機械装置（ホットメルト接着剤製造設備）につきましては、平成20年度法人税法の改正を機に、資産の利

用状況を見直した結果、耐用年数を従来の９年から８年に変更しております。

　これによる損益への影響は軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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（６）【注記事項】

①（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、7,360,690千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、7,158,795千円で

あります。 

  ２　保証債務

　次の関連会社について、金融機関からの借入、信用状

開設債務に対し保証を行っております。

　２　保証債務

　次の関連会社について、金融機関からの借入、信用状

開設債務に対し保証を行っております。

無錫德松科技有限公司 36,718千円 無錫德松科技有限公司 46,865千円

（借入、信用状開設債務に対する73,436千円について、

共同出資者と共に50％ずつの保証を行っておりま

す。）

（借入、信用状開設債務に対する93,730千円について、

共同出資者と共に50％ずつの保証を行っておりま

す。）

 － ※３　連結会計年度末日満期手形

　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手

形交換日をもって決済処理をしております。なお、当連

結会計年度の末日は金融機関の休日であったため、次

の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に

含まれております。 

受取手形 119,440千円

支払手形 37,726千円
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②（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金

    額は次のとおりであります。

給料手当 539,253千円

賞与引当金繰入額 187,028

退職給付費用 58,621

 

※２　一般管理費に含まれる研究開発費 360,154千円

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金

    額は次のとおりであります。

給料手当 270,671千円

賞与引当金繰入額 98,062

退職給付費用 32,511

 

※２　一般管理費に含まれる研究開発費 187,970千円

　

③（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月31日現在）

現金及び預金勘定 364,762千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △50,000

現金及び現金同等物 314,762
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④（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）および当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　

至　平成21年８月31日）

１．発行済株式の種類および総数

普通株式　　8,018,000株 

 

２．自己株式の種類および株式数

普通株式　　   300,160株 

 

３．新株予約権等に関する事項

 該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

　配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資　

平成21年５月28日

定時株主総会
普通株式 154,357 20 平成21年２月28日平成21年５月29日利益剰余金　
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⑤（セグメント情報）

（イ）【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 
化学品事業
（千円）

賃貸ビル事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 3,040,38415,5083,055,892 －　 3,055,892

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 3,040,38415,5083,055,892 － 3,055,892

営業利益 100,543 9,246 109,789 － 109,789

　　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

 
化学品事業
（千円）

賃貸ビル事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 5,447,78331,0155,478,798 － 5,478,798

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 5,447,78331,0155,478,798 － 5,478,798

営業利益又は営業損失（△） △34,159 18,492 △15,667 － △15,667

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、販売方法および製品の種類、性質、製造方法の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

化学品事業………………高真空ポンプ油、難燃性作動液、ダイカスト用潤滑剤、切削油剤、高温用潤滑油、ハー

ドディスク表面潤滑剤、流動パラフィン、スルホネート、ホットメルト接着剤、その

他

賃貸ビル事業……………賃貸ビル経営

３. 会計方針の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（1）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表

分）を適用しております。この変更に伴い、当第２四半期連結累計期間の営業損失が、化学品事業で37,417千

円増加しております。また、賃貸ビル事業の営業利益に与える影響はありません。

　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（2）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更により、化学品事業の営業損失に与える影

響額は軽微であります。また、賃貸ビル事業の営業利益に与える影響はありません。

４. 追加情報

　「追加情報」に記載のとおり、当社は、平成20年度の法人税法改正を機に、資産の利用状況を見直した結果、

第１四半期連結会計期間より、一部の有形固定資産の耐用年数の見積りの変更を実施しております。この変更

により、化学品事業の営業損失に与える影響額は軽微であります。また、賃貸ビル事業の営業利益に与える影

響はありません。
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（ロ）【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自 平成21年６月１日 至 平成21年８月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自 

平成21年３月１日 至 平成21年８月31日)

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90%超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。  

 

（ハ）【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ．海外売上高（千円） 344,682 77,408 372 422,462

Ⅱ．連結売上高（千円）        3,055,892

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
11.3 2.5 0.0 13.8

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

 アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ．海外売上高（千円） 614,733 160,301 1,388 776,422

Ⅱ．連結売上高（千円）       5,478,798

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
11.2 3.0 0.0 14.2

　（注）１．地域区分は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域

アジア………………タイ、中国、台湾、マレーシア、インドネシア

北米　………………米国

その他………………ベルギー

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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⑥（有価証券関係）

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

 

⑦（デリバティブ取引関係）

記載すべき事項はありません。

 

⑧（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。 

 

⑨（企業結合等関係）

　　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

パーチェス法の適用

１．相手企業の名称及び取得した事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日並びに企業結合の法的形式及

び結合後企業の名称

(1) 相手企業の名称及び取得した事業の内容

相手企業の名称　　　　株式会社　花野

取得した事業の内容　　ダイカスト用離型剤等の製造・販売に関する事業

(2) 企業結合を行った主な理由

花野は、ダイカスト用離型剤・潤滑剤、周辺装置機器等を取り扱うトータルエンジニアリングメーカーであ

り、特に、ダイカスト用離型剤では、国内トップシェアのメーカーです。花野のダイカスト用離型剤等の事業を

譲り受けることにより、当社が展開するダイカスト用離型剤、プランジャー潤滑剤、ダイカスト用難燃性作動油

のラインアップを充実させるとともに、研究開発・生産・販売における効率を向上させ、更なる収益向上を図

ることが可能となります。また、本件により、同じ神戸に本社を置くダイカストのエンジニアリングメーカーで

ある花野との協力関係を構築することが可能となり、お客様からの多様なニーズに対応することができ、ダイ

カスト用のすべての潤滑剤関連商品について、より質の高いサービスを提供できるものと考えております。

(3) 企業結合日

平成21年８月3１日

(4) 企業結合の法的形式及び結合後企業の名称

企業結合の法的形式　　事業譲受け

２．四半期連結会計期間および四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれている取得した事業の業

績の期間　

平成21年８月31日

３．取得した事業の取得原価及びその内訳　

取得の対価　　　　　　　896,820千円

取得に直接要した費用　　 34,274千円　

取得原価　　　　　　　　931,094千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間　

(1) のれんの金額

918,374千円

(2) 発生原因

今後の事業展開によって期待される、将来の超過収益力から発生したものであります。

(3) 償却方法及び償却期間

15年間定額法
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⑩（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 647.19円 １株当たり純資産額 657.48円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 11.42円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　（注）1 １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

四半期純利益（千円） 9,862 88,100

普通株主に帰属しない金額（千円）     － －

普通株式に係る四半期純利益(千円） 9,862 88,100

期中平均株式数（株） 7,717,840 7,717,840

 

⑪（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

　

⑫（リース取引関係）

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載しておりません。 
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２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月８日

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ 　 　

取締役会　御中　　　　　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
　
業務執行社員

 公認会計士 松嶋　康介　　印

 
指定有限責任社員
　
業務執行社員

 公認会計士 伊東　昌一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＯＲＥＳ

ＣＯ（旧社名：株式会社松村石油研究所）の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連

結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21

年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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